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－シンポジウム発表者レジュメ－ 

『ベンヤミンの社会哲学？』 

三崎和志（岐阜大学地域科学部准教授） 

今回のシンポジウム報告では、ヴァルター・ベンヤミンの思想の社会哲学的な意義について、自身の

研究してきた時代を振り返りつつ考察し、議論の糸口のひとつを提供させていただきたい。 

 ベンヤミンの思想に社会哲学をみることはそう突飛なことではない。学生時代の青年運動関係の文章、

映画、写真などのメディア論、未完の『パサージュ』プロジェクトなど、ベンヤミンに社会哲学的な意

義を見いだせるテキストは確実に存在する。 

標題の疑問符は、むしろ報告者の個人的な感慨に依る。 

ベンヤミンに向かうことになった 80年代当時、（少なくとも報告者周囲の）社会哲学のメインストリ

ームはヘーゲル／マルクスであった。それにウェーバーも含めてよいだろう。乱暴にまとめれば、それ
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らは社会の歴史動態的、構造的把握、ある種のグランドセオリーであった。 

フランクフルト学派にもグランドセオリーへの志向はある。初期のホルクハイマーでは、社会哲学は

実証主義的な社会研究への対抗概念であり、たんなる現実の記述ではなくその批判、社会の革新の方向

性を示唆しうる点に社会哲学の意義が見出されている。その際、彼が念頭に置いていた社会哲学の枠組

みはマルクスのそれであり、ホルクハイマーの社会哲学はそれに精神分析の接合し、イデオロギー批判

を精緻化する試みだったといえる。ハーバーマスの『コミュニケーション的行為の理論』(1981)は、そ

ういった総括的社会把握の新機軸であった。 

80 年代、時代は《ポストモダン》の流行下、グランドセオリーの失効が唱えられる。その中で、ベン

ヤミンはその先駆者的な意義を見出され、グランドセオリーに代わる《何か》を示す存在として注目を

集めるようになる。しかし当時の議論の中で、その《何か》にくっきりとした像が与えられることは、

ついぞなかったように思う。 

世紀があらたまって以後、グローバリズムの拡大、新自由主義の勢力伸長の中、グランドセオリーは

復権し、その視座の重要性がふたたび承認を得るようになったのが現在だといえる。デヴィッド・ハー

ヴェイの仕事はその代表的なものだ。 

以上のような流れを踏まえたうえで、あらためてベンヤミンの思想がもつポテンシャリティ―グラン

ドセオリーとかならずしも対立するわけではないが、グランドセオリーが持たない《何か》について考

えたい。 

絶筆『歴史の概念について』で、歴史主義や社会民主主義者の進歩史観が批判の対象とされていること

は周知のとおりだ。ではそういった歴史把握に代わる歴史とはどのようなものか？ベンヤミンはグラン

ドセオリー的なそれとはことなる歴史への視座をたしかに有している。それをエッセイ『物語作者』に

おける物語論、記憶論との関連で再構成し、その歴史構想がもつ社会哲学的含意について考察する。 
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